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●白化したサンゴのその後 

昨年は、過去に例のないほど大きな 

サンゴの白化現象が起こり、新聞やテ 

レビなどでも大きく取り上げられまし 

た。この大規模な白化現象は、阿嘉島 

でも起こり、これについては以前「ア 

ムスルだより N0 . 3 3 ( 1 9 9 8 年 9 月)」 

でも紹介しましたので、記憶にある方 

も多いかと思います。サンゴの白化現 

象は、高水温などサンゴにとって悪い 

環境にさらされることで起こります。 

そして、その悪い環境が短い期間なら 

ば、よい条件にもどった後、サンゴの 

中の褐虫藻は再び増えはじめ、元に戻 

りますが、長い期間続くと、ただでさ 

え悪い環境の中、栄養をくれるはずの 

褐虫藻もないサンゴは、やがて死んで 

しまいます。あれからおおよそ半年が 

たち、実際の海の中で、昨年白化した 

サンゴたちはどうなったのでしょうか。 

今回は、白化したサンゴたちのその後 

について報告したいと思います。 

 研究所では、去年の 9 月から、阿嘉 

島周辺のいくつかの地点で調査を続け 

てきました。これから報告するマエノ 

ハマはその中の 1 地点で、比較的サン 

ゴの白化がひどかったところです。こ 

この調査範囲の中には、およそ 30 0 群 

体のサンゴがいたのですが、去年 9 月 

の終わりには、その 3 3 % ( 1 0 1 群体 ) 

が完全に白化し、また、 5 8 % ( 1 7 5 群 

体 )のサンゴも程度の差はあれ白化し 

た部分が見られました。そして、 4 % 

( 7 群 体 ) は 、すでに死んでいて、元 

気なサンゴは、残りのわずか 5 % ( 1 5 

群体)しかありませんでした。じつに、 

9 5 % のサンゴが、白化によりダメージ 

をうけていたのです。それからこれま 

で、これらのサンゴを 1 群体 1 群体調べ 

続け、どうなっていくのか観察しまし 

た。 

 白化によってダメージをうけたサン 

ゴのうち、あるものは、体の中で再び 

褐虫藻が増え始めたのでしょう、体の 

色がだんだん元の茶色に戻って、元気 

を取り戻していきましたが、いくつか 

のサンゴは、元に戻ることなく死んで 

 



しまいました。 

 5 ヶ月後の今年 3 月の初めに、去年 9 

月に調べた 30 0 群体がどうなったか観 

察したところ、完全に白化した群体は 

全くなくなり、逆に元気なサンゴが 49 

% ( 1 4 8 群 体 ) へ と ずいぶん増えてい 

ました。まだ、少し白化したものが 15 

% ( 4 6 群体 ) いますが、阿嘉島のまわ 

りでの白化現象は、おおよそ収束した 

と言っていいでしょう。ただし、その 

結果、 2 5 % ( 7 6 群体 )のサンゴが死亡 

してしまったことを言っておかなけれ 

ばなりません ( 1 1 % のサンゴは、なく 

なってしまったりしてどうなったのか 

分かりませんでした)。 

 死んで間もないサンゴの上には、黒 

っぽい海藻がはびこり、見た人を暗い 

気持ちにさせました。この死亡したサ 

ンゴの割合は、沖縄本島周辺の礁池な 

どに比べれば少ないのかもしれません 

が、美しいサンゴ礁を誇る阿嘉島で生 

き生きとしたサンゴを見続けてきた人 

にとってみれば、やはり残念な出来事 

だと言わざるを得ません。 

 サンゴ礁に残った白化現象の傷跡。 

これが元のサンゴ礁の状態に回復する 

ためには、新しいサンゴが根づき育つ 

必要があります。その出発点でもある 

サンゴの産卵に、去年の白化現象がな 

にか影響を与えるのか、研究所では今 

年もサンゴの産卵時期に合わせていく 

つかの調査研究を行っていきたいと思 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●アムスルからのお知らせ 

-水温観測地点の変更- 

 アムスルだよりに毎回掲載されている 

グラフの水温データは、これまで阿嘉漁 

港で観測してきました。しかし、新しくで 

きた防波堤により、外とずいぶん違う環 

境になったので、2 月 26 日からは、阿嘉 

新港外側の岸壁に観測地点を変更しま 

した。 

 

-パネルの展示- 

 阿嘉新港に船客待合所ができて、便 

利になりましたね。研究所はその待合室 

の壁をお借りして、サンゴや阿嘉島周辺 

での白化現象などについて、図や写真 

を用いて解説したパネルを展示していま 

す。船を待つ間にでも、是非ご覧下さい。 


